
あいづばんげ

議会だより
217号
令和７年４月25日発行
福島県会津坂下町議会

ばんげの「いい顔」みぃつけた！
竹あかり 関連ページ…P16

第１回定例会 2
一般質問（８人が登壇）  9
議会の動き 14
みんなのひろば・編集後記 16

目次 －CONTENTS－



2

役場新庁舎建設

役
場
新
庁
舎
建
設
場
所
は
…

庁
舎
の
場
所
を
含
む
会
津
坂
下
町
役
場
新
庁
舎
建
設
の
基
本
的
な
指
針

町
は
２
月
に
新
庁
舎
に
関
す
る
住
民

説
明
会
を
各
地
区
で
開
催
し
、
新
庁
舎

の
建
設
場
所
を
「
旧
坂
下
厚
生
総
合
病

院
跡
地
」
に
す
る
と
説
明
し
て
き
ま
し

た
。３

月
定
例
会
に
お
い
て
、「
建
設
場

所
を
含
む
会
津
坂
下
町
役
場
新
庁
舎
建

設
の
基
本
的
な
指
針
」
と
い
う
議
案
が

議
会
に
上
程
さ
れ
ま
し
た
。

議
会
で
は
、
こ
れ
ま
で
も
新
庁
舎
建

設
検
討
特
別
委
員
会
で
議
論
し
て
き
ま

し
た
が
、
こ
の
議
案
が
提
出
さ
れ
た
こ

と
を
受
け
、
特
別
委
員
会
へ
こ
の
議
案

を
付
託
し
、
特
別
委
員
会
の
中
で
審
議

を
行
い
ま
し
た
。

※
３
月
定
例
会
ま
で
の
議
論
の

経
過
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
→

町
の
方
針
は

「
旧
坂
下
厚
生

総
合
病
院
跡
地
」

新
庁
舎
建
設
検
討
特
別
委
員
会
で
の

審
議
の
概
要

　
　
　
指
針
と
い
う
も
の

の
位
置
付
け
は
。

議
決
が
必
要
な
の
か
。

　
　
　
方
針
を
住
民
説
明

会
で
説
明
し
て
き

ま
し
た
。
そ
の
中
で
庁
舎

に
関
す
る
こ
と
の
み
を
ま

と
め
指
針
と
し
て
お
り
ま

す
。
今
回
議
決
を
い
た
だ

き
、
前
に
進
め
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

　
　
　
跡
地
利
用
も
含
め

て
具
体
的
に
も
っ

と
計
画
の
詳
細
を
詰
め
た

内
容
で
の
予
算
の
提
示
が

必
要
で
は
な
い
か
。

　
　
　
地
域
振
興
施
設
に

つ
い
て
は
こ
れ
か

ら
詰
め
て
い
く
必
要
が
あ

り
ま
す
。
今
後
基
本
計
画

を
策
定
し
て
い
く
中
で
詳

細
を
詰
め
て
ま
い
り
ま
す
。

問答問答

　
　
　
南
幹
線
か
ら
直
接

進
入
す
る
配
置
計

画
と
な
っ
て
い
る
が
、
危

険
な
の
で
は
な
い
か
。

　
　
　
旧
坂
下
厚
生
病
院

の
配
置
を
参
考
に

し
ま
し
た
。
今
後
の
計
画

の
中
で
再
度
検
討
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　
　
　
現
位
置
で
コ
ン
パ

ク
ト
シ
テ
ィ
の
考

え
方
を
活
用
す
れ
ば
国
の

支
援
を
受
け
ら
れ
る
の
で

は
な
い
か
。

　
　
　
旧
坂
下
町
内
全
体

を
コ
ン
パ
ク
ト
シ

テ
ィ
と
し
て
と
ら
え
て
お

り
ま
す
。
公
共
用
地
を
整

理
し
な
が
ら
進
め
て
ま
い

り
ま
す
。

問答問答

新庁舎建設に関する審議の流れ（３月定例会中）
本会議 新庁舎建設検討特別委員会

６日

「建設場所を含む会津坂下町役場新
庁舎建設の基本的な指針」が議会
に上程される。
特別委員会に付託する。

７日

議案である指針についての質疑応
答を行う。質疑が終わらないため
休会し、後日再び開催することを
決める。

13 日

７日からの質疑を再開する。
次期定例会まで継続審査とするか
を諮り、継続しないことを決める。
それぞれの議員が意見を出し合う
議員間討議を行う。

17 日

委員会付託を取り消す。
⇒本会議に審議を戻す。

質疑・討論・採決を行い、賛成多数（賛
７・反５・退１）で可決。
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役場新庁舎建設
議
会
最
終
日
冒
頭
に
、
議
長
よ
り
議

案
の
委
員
会
付
託
取
消
が
提
案
さ
れ
、

審
議
は
本
会
議
に
戻
さ
れ
ま
し
た
。

再
度
執
行
部
に
対
す
る
質
疑
が
行
わ

れ
た
後
、
こ
の
議
案
に
対
す
る
討
論
、

採
決
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

採
決
の
結
果
は
、
賛
成　
７
名

　
　
　
　
　
　
　
反
対　
５
名

　
　
　
　
　
　
　
退
席　
１
名

と
な
り
、
賛
成
多
数
で
こ
の
議
案
は
可

決
さ
れ
ま
し
た
。
（
詳
し
い
賛
否
は
４

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）

用
地
西
側
使
用
の
理
由
が「
南

幹
線
か
ら
直
接
出
入
り
が
で
き

る
た
め
、
災
害
時
の
ア
ク
セ
ス
性
と
町

民
の
利
便
性
が
向
上
す
る
」
と
あ
り
ま

す
が
、
現
地
を
見
る
と
南
幹
線
か
ら
の

右
折
進
入
、
退
出
が
で
き
な
い
交
通
規

制
が
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
ま

た
用
地
東
側
使
用
予
定
団
体
の
施
設
建

設
が
遅
れ
る
と
、
建
設
期
間
の
東
側
用

地
へ
の
進
入
制
限
等
の
可
能
性
が
あ
り
、

ま
た
東
側
町
道
か
ら
の
ア
ク
セ
ス
道
路

の
整
備
で
予
算
増
加
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

そ
れ
ら
の
懸
念
材
料
も
「
こ
れ
か
ら

の
協
議
で
判
明
す
る
」
と
の
町
当
局
の

基
本
理
念
の
第
１
は
町
の
賑

わ
い
・
活
性
で
あ
る
は
ず
で
す
。

１
、
基
礎
杭
の
引
き
抜
き
に
よ
る
地
盤

の
不
安
定
に
つ
い
て
専
門
家
に
よ

る
説
明
が
な
く
、
不
安
が
払
拭
さ

れ
て
い
な
い
。

２
、
残
る
用
地
を
Ｊ
Ａ
が
利
用
す
る
と

し
て
い
る
が
、
不
確
実
な
要
素
で

あ
り
、
Ｊ
Ａ
が
参
考
人
と
し
て
の

説
明
が
な
く
不
安
定
要
素
が
あ
る
。

３
、
国
・
県
の
補
助
金
の
利
用
に
つ
い

て
の
踏
み
込
ん
だ
研
究
が
な
さ
れ

て
い
な
い
。

４
、
移
転
し
な
け
れ
ば
用
地
取
得
費
が

不
要
に
な
る
。
厚
生
病
院
跡
地
の

こ
の
土
地
は
固
定
資
産
税
が
生
み

出
さ
れ
る
宝
の
土
地
で
あ
る
。
移

転
す
る
と
税
収
を
失
う
こ
と
に
な

り
、
移
転
し
な
い
こ
と
で
町
財
政

に
寄
与
す
る
こ
と
に
な
る
。

以
上
、
検
討
・
説
明
が
不
十
分
で
あ

り
反
対
し
ま
す
。

五
十
嵐
一
夫 

委
員

３
つ
の
観
点
か
ら
討
論
し
ま

す
。１

つ
は
、
財
政
が
改
善
し
基

金
全
体
で
お
よ
そ
28
億
円
を
積
み
立
て
、

財
政
の
目
途
が
た
っ
て
い
る
こ
と
。
２

つ
目
は
、
令
和
７
年
度
か
ら
お
よ
そ
３

年
間
か
け
て
、基
本
計
画
、基
本
設
計
、

実
施
計
画
が
さ
れ
る
予
定
で
あ
り
、
ま

た
町
民
の
方
で
組
織
さ
れ
る
会
津
坂
下

町
新
庁
舎
建
設
検
討
委
員
会
で
も
協
議

が
さ
れ
る
こ
と
。
３
つ
目
は
、
現
庁
舎

周
辺
に
地
域
振
興
施
設
が
計
画
さ
れ
て

い
る
こ
と
で
す
。
そ
の
地
域
振
興
施
設

が
地
域
の
賑
わ
い
に
寄
与
す
る
こ
と
を

期
待
す
る
も
の
で
す
。佐藤　

宗
太 

議
員

財
政
健
全
化
は
進
み
ま
し
た

が
、
将
来
負
担
な
ど
へ
の
懸
念

は
町
民
全
体
が
持
っ
て
い
る
と

思
い
ま
す
。
学
校
利
用
の
検
討
も
訴
え

て
き
ま
し
た
が
、
賛
同
は
得
ら
れ
ま
せ

ん
で
し
た
。

し
か
し
、
今
回
の
指
針
で
は
、
財
政

負
担
も
含
め
、
必
要
な
新
庁
舎
建
設
の

大
筋
は
理
解
で
き
ま
し
た
。
今
後
の
基

本
計
画
・
基
本
設
計
に
対
し
て
、
こ
れ

ま
で
の
町
民
の
意
見
を
踏
ま
え
て
、し
っ

か
り
説
明
責
任
を
果
た
せ
る
よ
う
議
会

と
し
て
も
進
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
考
え
ま
す
。小

畑　
博
司 

議
員

建
設
費
は
、
ど
の
場
所
で
も

か
か
り
ま
す
が
、
新
た
に
土
地

を
購
入
し
、
現
庁
舎
跡
地
に
地

域
振
興
施
設
を
建
設
す
る
に
は
８
億
か

ら
10
億
か
か
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

現
庁
舎
跡
地
に
新
庁
舎
を
建
設
す
れ
ば
、

０
円
で
す
。

行
政
セ
ン
タ
ー
建
設
基
金
が
10
億
円

ほ
ど
貯
ま
っ
た
だ
け
で
、
こ
の
町
は
本

当
に
裕
福
な
町
に
な
っ
た
の
で
し
ょ
う

か
？
私
は
ち
が
う
と
思
い
ま
す
。

身
の
丈
に
あ
っ
た
庁
舎
で
あ
る
べ
き

で
あ
り
、
こ
の
指
針
に
反
対
し
ま
す
。

　
山
口　
　
享 

議
員

今
回
の
議
案
は
、
多
く
の
町

民
の
方
が
強
い
関
心
を
示
し
て

い
る
重
要
課
題
で
あ
り
、
１
月

31
日
に
執
行
部
か
ら
の
方
針
が
示
さ
れ

て
か
ら
内
容
の
審
議
が
十
分
に
行
わ
れ

て
い
る
と
は
言
え
ま
せ
ん
。
さ
ら
な
る

執
行
部
か
ら
の
回
答
、
資
料
の
提
供
等

を
受
け
、
可
否
に
つ
い
て
も
っ
と
し
っ

か
り
と
議
論
す
べ
き
で
す
。

本
計
画
の
町
の
将
来
に
与
え
る
影
響

を
考
え
、
現
段
階
の
内
容
で
は
反
対
の

立
場
を
と
る
他
な
い
と
判
断
い
た
し
ま

す
。

髙
久　
敏
明 

議
員

討
論

判断
保留

回
答
で
は
、
現
時
点
で
建
設
予
定
地
と

し
て
適
地
で
あ
る
か
ど
う
か
の
判
断
を

す
る
こ
と
が
で
き
な
い
た
め
、
判
断
を

保
留
と
し
ま
す
。

五
十
嵐
正
康 

議
員
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（万円未満四捨五入）

令和 6 年度 補正額 補正後の額

一 般 会 計 △8,997万円 95億6,162万円

特
別
会
計

国 民 健 康 保 険 △6,455万円 18億5,318万円

介 護 保 険 △9,892万円 23億3,157万円

後 期 高 齢 者 医 療 266万円 2億2,669万円

坂 下 東 第 一 地 区
土地区画整理事業 △5,172万円 1億4,708万円

企
業
会
計

水道（収益的支出） △875万円 4億6,500万円

下水道（収益的支出） 1億6,207万円 6億7,426万円

用
地
取
得
費
の
予
算

に
反
対
し
て
い
ま
す
。

使
用
目
的
通
り
に
利
用

さ
れ
る
よ
う
な
と
こ
ろ
で
は
な

い
の
で
購
入
の
必
要
は
あ
り
ま

せ
ん
。
取
得
を
し
な
け
れ
ば
そ

の
費
用
を
町
の
他
の
事
業
に
振

り
向
け
る
こ
と
が
で
き
、
事
業

の
促
進
と
町
の
経
済
効
果
に
寄

与
し
ま
す
。
県
か
ら
今
購
入
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
で
は

な
い
の
で
あ
り
、
取
得
に
反
対

し
ま
す
。

五
十
嵐
一
夫 

議
員

放
置
自
転
車
対
策
を
強
化

事業費確定による精算
令和６年度一般会計補正予算ほか

教
育
長
を
再
任

南
幹
線
県
有
地
の
取
得

村
田
児
童
公
園
用
地
の

無
償
譲
渡

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員

条 例補正予算

人 事

その他その他

人 事

　
放
置
自
転
車
等
対
策
条
例

町
内
の
放
置
自
転
車
の
撤
去
に
取

り
組
み
、
駐
輪
場
の
適
正
管
理
と
、

町
民
の
良
好
な
生
活
環
境
を
確
保
す

る
た
め
に
条
例
を
制
定
す
る
も
の
。

鈴
木　
茂
雄　
氏

　

 

任
期 　
令
和
７
年
４
月
１
日
～

　
　
　
　
　
令
和
10
年
３
月
31
日

　

 

取
得
金
額 　
２
億
２
２
５
万
円

　

 

契
約
の
相
手
方 　
福
島
県

　

 

地
目 　
公
園
及
び
公
衆
用
道
路

　

 

相
手
方 　
村
田
区　
区
長

酒
井　
秋
男　
氏

　
 

任
期 　
令
和
７
年
４
月
１
日
～

　
　
　
令
和
10
年
３
月
31
日

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14
髙
久　
敏
明

五
十
嵐
孝
子

目
黒　
克
博

物
江　
政
博

横
山　
智
代

小
畑　
博
司

佐
藤　
宗
太

五
十
嵐
正
康

青
木
美
貴
子

五
十
嵐
一
夫

水
野　
孝
一

酒
井　
育
子

山
口　
　
享

赤
城　
大
地

議案第 17号
　財産の取得について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○

議
長

議案第 19号
　建設場所を含む会津坂下町役場新庁舎建設
の基本的な指針

× × ○ ○ ○ ○ ○ 退 ○ × ○ × ×

議案第 27号
　令和６年度会津坂下町一般会計補正予算（第
９号）

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○

請願第３号
　高額療養費の限度額引き上げの見直しを求
める請願書について

× ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ×

発委第４号
　高額療養費の限度額引き上げの見直しを求
める意見書の提出について

× ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ×

上記以外の議案は賛成全員で可決しました。　　○：賛成　×：反対　退：退席　　　議長は採決に加わりません。

私はこう判断！私はこう判断！
賛否の分かれた議案


